
ご使用前に
使用する前に口腔外で下記の点検を行ってください。
• 約10秒間 回転させ、回転数の低下や異常な振動、異音がないか
• 約10秒間の回転停止後、すぐにヘッド・プッシュボタン・キャップを手で触って発熱がないか
異常がある場合は、ハンドピースを使用せず、修理を依頼してください。

トルクテック シリーズ メンテナンスガイド
対応機種：CA-DC(-O), CA-5IF(-O), ST-DH, CA-10RC-ENDO, CA-10RC(-O), CA-4R-O-PF, CA-4R-PP

1. 洗浄

2. 消毒

3. 注油

4. 滅菌

5. 保管

１．洗浄※

2．消毒※
3．注油（手差し）

4．滅菌

5．保管

チャックメンテナンス
(5 倍速コントラのみ )

・バー・ポイントを取外し、ヘッドに付着した切削粉・血液等を柔らかいブラシなどで流水洗浄し、乾燥させます。
・ハンドピースを薬液、機能水に浸さないでください。

余剰オイルの除去

：ハンドピースやバーに 薬液、 機能水 が付着した場合は必ず流水で洗い流してください。

・ マークの付いているハンドピースは高温洗浄消毒器により洗浄と消毒が行えます。※
：高温洗浄消毒器をご使用の際は製品に添付されている当社指定条件を遵守してください。

・ハンドピース全体をガーゼなどを用い消毒用エタノールで清拭します。

手差しでの注油

ルブリナ2での注油
・チャック（5倍速コントラのみ）、およびハンドピースに注油します。
・表面に付着したオイルをガーゼ等でふき取ります。

：ルブリナ2の使用方法は取扱説明書をご覧ください。

：滅菌・乾燥温度は、135℃以下で行ってください。

NOTE

ハンドピースメンテナンス
( 全てのハンドピース )

：給油を怠ると 早期の故障や発熱のおそれがあります。

チャックメンテナンス

ハンドピースメンテナンス

（5倍速コントラのみ）

（全てのハンドピース）
・スプレーをチャック用にして、バー挿入口に挿入し、2秒スプレーします。

・ストレートハンドピースの場合は、ロッキングシースを開きます。
：ロッキングシースを閉じたままでは、スプレー液がハンドピースの先端まで届きません。

・モーターとの接続部にスプレーノズルを差込み、2秒スプレーします。
・エアーガン又はスリーウェイシリンジにエアーノズルを取付け、接続部に差込み

エアーで余剰オイルを除去します。
・表面に付着したスプレー液をガーゼ等でふき取ります。

：余剰オイルの除去を行わないと、発熱やモーター故障の原因になります。

・滅菌パックに入れ、オートクレーブ滅菌をします。

・オートクレーブから取り出し、乾燥した環境で保管します。

ロッキングシースを開きます。
（ストレートハンドピースのみ）

（5倍速コントラ用） （5倍速コントラ以外の
ハンドピース）

ハンドピースメンテナンス用ノズル

チャックメンテナンス用ノズル

確実なメンテナンスを行わないとハンドピースの早期故障につながります。 
必ず下記の手順で、各患者さんへの使用後すみやかに行ってください。

3．注油
（ルブリナ2）
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注油には、 

LS スプレー 又は
モリタマルチスプレーを
使用してください。

（5倍速コントラのみ）

：	メンテナンス時は、ゴーグルやグローブ、マスクなどの個人防護具（PPE）を着用して使用してください。
：	詳細は取扱説明書をご覧ください。




